
（別紙３）

～ 2025年2月6日

（対象者数） 56 （回答者数） 46

～ 2025年2月6日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校や相談支援事業所などの関係機関と連携をして、よりご

利用者様の特性に寄り添った支援をしていきます。

2

研修を実施し、各職員の知識や技術向上を図っています。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

定期的に保護者様から要望がないか聞き取りをし、必要があ

れば検討していきたいと思います。

2

訓練をしたときだけ保護者様や利用者様に周知するのではな

く、普段から会報やホームページで、非常時の対応について

発信していきます。

3

個別支援のため、利用者様の特性に合わせた支援が可能です。 職員間の情報共有はこまめに行うようにしています。また、相

談しやすい関係づくりや環境づくりをしています。

○事業所名 アフタースクールスマイルステーション谷町

○保護者評価実施期間
2025年1月23日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年1月23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

資格を持った職員が中心となって支援しております。 職員の専門分野を生かして、教材選定や教材づくりを行ってい

ます。職員間で利用者様の対応ややりとりのコツなどについ

て、話し合っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニングなど保護者様向けのイベントがあまり

実施されていません。または周知できていませんでした。

ペアレントトレーニングは保護者様からの要望がないため行っ

ていませんでした。

保護者会は、学期末などに定期的に実施していますが、周知が

不十分でした。また実施日程が平日午前中になることが多く、

参加しづらい保護者様もいらっしゃることが想定されます。

災害時の対応や、避難訓練などについて、周知ができていませ

んでした。

訓練をしたときしか保護者様に周知していませんでした。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


